
く
ら
し
の

情
報

infor
mation

平
成
28
年
韮
崎
市
成
人
式
の	

企
画・演
出
す
る
新
成
人
を
募
集

　
20
歳
の
思
い
出
を
自
分
た
ち
の

手
で
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格

　
平
成
28
年
成
人
式
に
出
席
予
定

（
平
成
7
年
4
月
2
日
～
平
成
8

年
4
月
1
日
生
）
の
者
で
平
日
19

時
よ
り
市
役
所
で
実
施
す
る
実
行

委
員
会
に
参
加
で
き
る
方

■
募
集
定
員　
10
名
程
度

■�

応
募
方
法 

住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
（
携
帯
可
）・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、

郵
便
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
又
は

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
み

■
応
募
期
限　
7
月
31
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

�

（
内
線
2
6
8
）

�

FAX

2
2
‒
8
4
7
9

　

kyoiku@
city.nirasaki.lg.jp

御
勅
使
サ
ッ
カ
ー
場
無
料
開
放

　
利
用
予
約
が
さ
れ
て
い
る
日
を

除
い
て
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

利
用
状
況
は
サ
ッ
カ
ー
場
の
日
程

表
及
び「
や
ま
な
し
予
約
申
請
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
利
用
上
の
注
意

・�

団
体
で
専
有
し
て
利
用
す
る
場

合
は
予
約
を
す
る
こ
と（
有
料
）

・�

他
の
利
用
者
の
迷
惑
と
な
る
行　

為
は
し
な
い

・�

ペ
ッ
ト
は
入
れ
な
い

・�

ス
パ
イ
ク
は
履
か
な
い

・�
火
気
の
使
用
は
厳
禁

・�
自
転
車
等
は
乗
り
入
れ
な
い

・�

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

�

☎
2
2
‒
0
4
9
8

「
河
川
愛
護
デ
ー
」で
水
防
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
！

　
市
で
は
、
昭
和
34
年
の
台
風
災

害
を
教
訓
に
、
各
地
域
で
の
河
川

愛
護
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

今
年
も
、
7
月
5
日
（
日
）
を
中

心
と
し
た
休
日
を
河
川
愛
護
デ
ー

の
実
施
日
と
定
め
、
台
風
等
に
よ

る
水
害
の
防
止
と
河
川
へ
の
愛
着

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治

会
ご
と
に
河
川
・
水
路
等
の
除
草
、

清
掃
、
土
の
う
づ
く
り
等
の
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
『
土
砂
災

害
（
洪
水
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
土
石
流
や
が

け
崩
れ
等
発
災
の
恐
れ
の
あ
る
場

所
・
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

※�『
土
砂
災
害
（
洪
水
）
ハ
ザ
ー　

ド
マ
ッ
プ
』
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ　

ジ
で
閲
覧
で
き
、
建
設
課
窓
口　

で
も
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
管
理
担
当

　
　
　
（
内
線
2
4
6
・
2
4
7
）

あ
な
た
の
土
地
、
き
ち
ん
と
管

理
し
て
い
ま
す
か
？

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
雑

草
等
が
繁
茂
し
、
荒
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
土
地
（
空
地
等
）
を
見
か

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
は
、
近
隣
者

へ
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
害
虫
の
発
生
原
因
に
な
る
他
、

ご
み
の
不
法
投
棄
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
適
正
な
土
地
の
管
理
を

行
い
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課
環
境
政
策
担
当

　
　
　
（
内
線
1
3
1
・
1
3
2
）

市
総
務
課
よ
り
お
知
ら
せ

①
防
災
士
取
得
助
成
金
の
ご
案
内

　
市
で
は
自
主
防
災
活
動
の
活
性

化
の
た
め
、
日
本
防
災
士
機
構
が

実
施
す
る
防
災
士
資
格
取
得
研
修

を
受
講
す
る
方
に
対
し
、
受
講
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、

研
修
受
講
料
、
資
格
取
得
試
験
受

験
料
、
認
定
登
録
料
で
3
万
円
を

上
限
と
し
て
い
ま
す
。（
※
交
通

費
、
宿
泊
費
等
は
自
己
負
担
）

受
講
に
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②�

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
を
無
償
で
貸
与

　
災
害
時
や
緊
急
時
の
放
送
及
び

日
常
の
行
政
連
絡
手
段
と
し
て
、

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
屋
内
戸
別
受

信
機
を
利
用
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
屋
外
放
送
は
聞
き
取
り
に
く
い

場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
屋
内
用

戸
別
受
信
機
を
無
償
で
貸
し
出
し

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
場
合
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
　
　
（
内
線
3
3
9
・
3
9
9
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を
受
付

■
義
援
金
受
付
場
所　
福
祉
課

※�

義
援
金
は
確
定
申
告
の
対
象
と　

な
り
、
希
望
者
に
は
義
援
金
採　

納
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

☆
義
援
金
総
額（
5
月
15
日
現
在
）

　
1
3
，
0
2
6
，
4
5
5
円

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
　
　
（
内
線
1
8
0
・
1
8
1
）

エアコンを消して、涼しいところに集まろう！
　クールシェアとは、省エネ対策の一つで、夏の暑い時期にエアコンの使
用を控え、涼しい場所にみんなで集まって過ごすという取り組みです。
　家族で一つの部屋に集まったり、公共施設に出かけたり、自然が多い場
所で涼んだりすることで、節電になり地球温暖化防止にもつながります。
●まち　市役所やニコリ、図書館・美術館などの公共施設でクールシェア
●自然　穂坂自然公園や甘利山など自然の中でクールシェア
●家庭　一つの部屋に集まり家族団らん、これもクールシェア
■問い合わせ　環境課環境政策担当（内線 131・132）
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や
ま
な
し
農
村
風
景	

	
　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
山
梨
の
美
し
い
農
村
景
観
、
丹

精
込
め
て
作
っ
た
農
産
物
、
田
植

え
や
収
穫
等
の
農
作
業
、
活
気
あ

る
農
村
生
活
や
伝
統
の
お
祭
り
な

ど
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
締
切　
8
月
31
日
（
月
）

■
作
品
の
規
定

　
平
成
24
年
9
月
1
日
以
降
に
県

内
で
撮
影
し
た
、
四
つ
切
り
ま
た

は
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
で
合
成
処
理

の
加
工
を
し
て
い
な
い
作
品
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
県
農
政
部
耕
地
課

☎
0
5
5
‒
2
2
3
‒
1
6
2
7

平
和
を
仕
事
に
し
ま
せ
か
？	

　
平
成
 27
年
度
自
衛
官
募
集

　   

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で

は
、
平
成
27
年
度
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
は
国
の
防

衛
、
災
害
派
遣
、
国
際
平
和
協
力

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会
に

貢
献
で
き
る
仕
事
で
す
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
に
は
隊
員
が
任

務
に
誇
り
を
持
ち
安
心
し
て
勤
務

で
き
る
よ
う
各
種
福
利
厚
生
や
手

当
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
衛
官
に
な
る
に
は
様
々
な
コ

ー
ス
が
あ
り
、
自
分
の
適
性
や
希

望
に
よ
り
最
適
な
コ
ー
ス
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
あ
な
た
の
力
を
平
和
に
役

立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
13
時
30
分
か
ら
16
時

■
場
所　
県
流
通
セ
ン
タ
ー
会
館

■
定
員　
30
名
（
個
別
相
談
有
）

■�

対
象　
概
ね
55
歳
以
上
で
お
勤　

め
の
方
又
は
求
職
中
の
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

☎
0
5
5
‒
2
3
7
‒
3
2
1
5

司
法
書
士
に
よ
る	

	

　
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会

■
日
時　
8
月
2
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

■
専
用
電
話
番
号

　
0
1
2
0
‒
5
6
7
‒
3
0
1

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
0
5
5
‒
2
5
3
‒
6
9
0
0

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の	

�

相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」
に
不
安
の
あ
る
方
の
た
め

の
相
談
会
で
す
。（
要
予
約
）

■
日
時　
7
月
12
日
（
日
）
～

　
14
日
（
火
）　
9
時
～
17
時

■
場
所　
県
立
ろ
う
学
校

■
申
込　
電
話
又
は
F
A
X

■
申
込
期
限　
7
月
8
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
立
ろ
う
学
校　
き
こ
え
と
こ　

と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
3
‒
2
2
‒
1
3
7
8

FAX

0
5
5
3
‒
2
2
‒
6
4
1
9

無
料
表
示
登
記
相
談

　
土
地
家
屋
調
査
士
が
土
地
の
境

界
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　
7
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
場
所　
北
杜
市
須
玉
総
合
支
所

■
主
催　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

■
問
い
合
わ
せ

 　
（
公
社
）山
梨
県
公
共
嘱
託
登
記

　
　
土
地
家
屋
調
査
士
協
会

☎
0
5
5
‒
2
2
8
‒
1
3
1
1

生
涯
設
計
セ
ミ
ナ
ー（
参
加
無
料
）　

定
年
後
の
生
活
と
年
金
に
つ
い
て

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

■
日
時　
7
月
22
日
（
水
）

■申し込み・問い合わせ
　自衛隊山梨地方協力本部
　南アルプス募集センター
   ☎ 055-283-5150

貴
重
な
浄
財
を	

	

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
葬
儀
場
な
ど
を
運
営
す
る
㈱
出

雲
様
で
は
、
葬
儀
の
際
の
返
礼
用

の
手
提
げ
袋
の
回
収
を
行
い
、
そ

れ
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
環
境
に

配
慮
し
た
活
動
と
経
費
節
減
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
活

動
を
通
し
て
削
減
さ
れ
た
貴
重
な

浄
財
を
、
本
市
の
福
祉
活
動
に
活

用
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お昼のチャイムが
“たなばたさま”のメロディに！

　「ささの葉 さらさら のきばに ゆれる・・・」で
始まる、童謡の「たなばたさま」。この歌の作詞を
した方が穴山町の出身者であることをご存じです
か。作詞者の権藤はなよは、現在の穴山町伊藤窪
に生まれ、母校穴山尋常小学校で教鞭をとった後、
野口雨情らに師事し、童謡詩人として数多くの作
品を世に残しました。
　市ではこのたび市民の皆さんに権藤はなよの足
跡に触れていただくきっかけとなるよう、7 月 1

日～ 15 日の間、お昼の防災
無線のチャイムで「たなばた
さま」のメロディを流します。
地元穴山町では、地域内の穴
山さくら公園ほか、公民館な
ど全 9 箇所に、権藤はなよの
童謡を刻んだ詩碑が建立され
ていますので、ぜひ足を運ん
でみてください。

★
7
月
は
「
A
E
D
の
日
」。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
操
作
方
法
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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